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Saluton, SES anoj! 

Magia diro:  Inter esperantaj libroj, kiujn mi legis ĝis 

nun, "Karlo" de Edmond Privat plej longe impresas 

min.  Precipe la 17-a ĉapitro "ĉagrenoj" estas la plej 

grava parto por mi.  “Iam al Karlo la avo diris: En ĉiu 

homo estas anĝelo kaj diablo.  Tre ofte unu el ambaŭ 

estas multe pli potence ol la alia. Eĉ kiam tio estas la 

diablo, ĉiam serĉu la anĝelon” 

Kiam mi renkontas malfacilaĵon inter konatoj, mi 

rememoras la magian diron de la avo.  ( Kanamori) 
 
# 5 月 4 日 土曜日の例会は休みです。連休中のため。 
＃唐丹希望基金：元高校教師の高館千枝子さんが発起
人になり、堀泰雄さんが全面バックアップして運営し
ている唐丹希望基金が８年目を迎え、来年の春には当
時入学した子供が義務教育を終えます。この支援活動
も来年の春には目的を達成します。堀さんの力強い活
動もあって、エスペラントが 60% を超えています。も
う一息です。SES の皆さんやお知り合いの方々も誘い
合って、さらなるご協力をお願いします。昨年、唐丹小
中学校も丘の上に完成し、子供達は楽しい学校生活を
送っています。（後藤義） 
＃日墺修好 150 周年：合唱に参加。ウイーンは歴史、
建築、絵画、音楽、生活習慣など、ヨーロッパ文化が凝
縮した美術館のような街でした。シェーンブルン宮殿、
ベルベデーレ宮殿、聖シュテファン大寺院、美術史博
物館、レオポード美術館、オペラハウスなど目を見張
るばかりで百聞は一見の意味がよくわかりました。そ
うした豪華さとは逆に庶民生活の堅実さも体験した束
の間の旅でした。（宮越葉子、講習受講中の新会員） 


